
○ 身近な地域における地域課題や活動
事例の把握

○ 社会福祉法人の「地域における公益
的な取組」の支援・掘り起こし

○ 取組事例の共有及び発信

○ 区域における地域福祉活動の多様な主体の連携・協働のきっかけづくりを目的に、顔の見
える関係性を構築するための交流や意見交換の場・機会を企画、実施

地域福祉活動に関わる多様な主体のつながりを促進する場の展開

地域の思い
地域の課題 地域内での様々

な取組

地域内の様々な
資源

京・地域福祉推進指針の具体的な取組状況

福祉のまちづくり体制整備事業について（R1.6～※下線箇所R6.4～）

身近な地域における地域課題や活
動事例の把握及び社会福祉施設を
はじめとした多様な主体の協働に
よる取組事例の共有、発信

○区域の民生児童委員、学区社会福祉協議会、社会福
祉施設の代表者、ボランティア団体、ＮＰＯ法人、
行政（各区役所・支所保健福祉センター等）
※ 各区によって構成は異なる

○ 区域における地域課題や活動事例等の把握及び
共有、広範な福祉関係者等による総合的な視点
からの議論

広げる

各区地域福祉推進委員会
（事務局：各区社会福祉協議会）

○平成１６年に策定した京・地域福祉推進プラン
（第１期目計画）に基づき、各区（１１区）に設置

○高齢者や障害のある方、児童等を対象とした分野別
ネットワークの相互連携を深める

京都市から、福祉のまちづくり体制整備事業を受託
つなげる・広げる

つなげる・広げる

つなげる・広げる

R6.4改定のポイント

令和６年３月改訂の
「京・地域福祉推進
指針」が示す方向性
を踏まえ、多様な主
体の連携・協働につ
ながるような双方向
的な取組を柔軟に実
施できるよう、R6.4に
実施要綱を改訂

双方向的な取組

資料４
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福祉のまちづくり体制整備事業 令和７年度実施状況

＜誰もが気軽に立ち寄れる、区役所の交流スペースを使った場づくり＞
左京区の「ほっとふらっとさきょう」の取組

左京区地域福祉推進委員会、左京区社会福祉協議会、左京区コミュニティＨubの三者で、
「“ふくし（ふつうのくらしのしあわせ）”に気付く、出会う」をテーマに、生きづらさを抱えた方、他の居場
所に参加しにくい方など、誰もが気軽に立ち寄れる、人と人がつながり、出番が持てる居場所づくりをし
たい！との思いで、区役所１階の交流スペースで「ほっとふらっとさきょう」を毎月開催を始めました。

■７月開催
乳児検診日に合わせ、子育て世代をターゲットに！
ブースでは、ボランティア団体の読み聞かせや、区
身連の卓球バレー体験などを実施

■９月開催
土曜日の開催にチャレンジ！
学生や親子連れをターゲットとし、ブースでは、
事業所のeスポーツ体験会や左京図書館による
移動図書館・読み聞かせなどを実施

「“ふくし（ふつうのくらしのしあわせ）”に気付く、出会う」をテーマに、生きづらさを抱えた方や他の居場所に
参加しにくい方、社会的に孤立している方でも、誰もが気軽に立ち寄れる、人と人がつながり、出番も持てる
「居場所」をつくりたい

公共性の高い区役所１階の交流スペースで開催すれば、安全で、入りやすい居場所となるのでは

社会福祉協議会や左京区役所のネットワークを活かし、地域、関係団体、専門機関など多様な機関と連携
し、多様な住民が「ふくし」を意識しながら主体的につながる場としていきたい

企画時の想い

１
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例えば・・・

各回、「“ふくし”に気付く、出会う」ためのねらいを定めて挑みました。
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